
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北杜市図書館ボランティアからの意見（追加） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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小淵沢ボランティア「おはなしルピナスの会」 

 

岡本 久美子 

「おはなし会は種まき」 

 

「乳幼児おはなし会とわらべうた」 

        

子どもを本の世界へ招き入れる 

赤ちゃんは生まれたその日から読書への長い助走をはじめています。 

身近な大人との笑顔のやりとり 

耳に心地よいわらべうたのくり返し 

あたたかいことばのやりとり 

この積み重ねがあってこそ、絵本の読み聞かせや 

読書がはじまるのです。 

伝承の糸が途絶えつつあるいまこそ 

図書館員や子どもの読書に関わるわたしたちは 

「乳幼児おはなし会」で、わらべうたを、ことばを 

文化を子どもに手わたしていきたいと思います。 

 

わらべうたは 不思議なことば 

赤ちゃんを笑顔にし ことばを育む 

人と人をつなぎ 心に灯をともす 

あたたかい声 心地よいことばを贈ろう 

いのちの未来に わらべうたをつなげよう  

「乳幼児・おはなし会とわらべうた」より抜粋 落合美知子 児童図書研究会 

 

 小さな時から子どもたちの心が育っていけるお手伝いをする活動において、物的環境に

おいては、乳幼児の図書の部屋に加え、独自の絵本の読み聞かせやわらべうたやお話をす

る部屋を設けて欲しい。 

 人的環境においては、子どもの心が育つ大切な時期を強く思って、子どもに関わる大切

さを考えている。ボランティアだけでなく、ボランティアと図書館の方々と常につながっ

て、子どもたちの心をはぐくんでいきたい。 

 

例えば 

 ・ブックスタートの本の選書において、ボランティアと司書が共に関わる。 

 ・新刊等で司書が薦める絵本の紹介を知る。 
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ライブラリーはくしゅうボランティア 

「手作り絵本サークル よつ葉」の活動について 

 

金子 朋子 

 

・１９９５年にチューリップくらぶという３才以下の子供を持つ母親たちで立ち上げた、

幼児クラブの活動の一つとして絵本作りがあった。絵本が大好きな仲間が、自分だけの

「絵本」を作りたいと思い始めた。 

 翌年、町教育委員会主催の「夏休み手作り絵本教室」が開催され、講師の要請を受け

た。当初、基本型の絵本だけでなく、独自の発想・感覚でいろいろな種類の絵本を考案し

た（形や内容）。甲州弁でつづられた民話絵本もあった。 

 

・開催場所は、白州総合会館だったが、２００９年からはくしゅう館２階に変わり、製作

中に１階のライブラリーに行くことが可能となった。 

 

・手作り絵本のメンバーは当初８人だったが、現在は４人。 

 

・ライブラリーはくしゅうの司書の方と、毎年日程（３回）を決め、見本となる絵本を展

示し、北杜市全域の小学校から参加者を募集している。 

 小学校３年生以下は保護者同伴とし、親子でそれぞれで絵本を作る方もいる。 

 

① 第１回 本文の折りと糊付け、表紙の採寸、裁断 

② 第２回 本文と表紙の合体（本文が乾いたら内容を書き始める） 

３回までに自宅にて本文を仕上げる。 

③ 第３回 表紙を仕上げ、フィルムをかける。 

 

※内容については、必ず下書きをして、図書館の絵本を参考にしながら、描く方法や文

章、ペンの種類など等の相談に乗る。 

 

※世界にひとつだけの自分の本。完成したときの達成感は何にもかえがたいと思う。 

 

※今年で２７年となるので、これからももっと広くいろいろな地域の人たちと関わりなが

ら、絵本を作っていけるといいと思う。 
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ながさか図書館ボランティア 「布の絵本の会」の活動について 

 

 

 図書館ボランティア布の絵本の（わたぼうし）として、２０余年余りが過ぎたのは私た

ち会員としてもびっくりしています。 

 絵本やパズル、手遊びの道具や、こんなものを作ってほしいなど要望を聞きながら、図

書館に来た人たちに使っていただくため、図書館の人たちに協力を得ながら作成し、差し

上げてまいりました。 

 また、北杜市内の全保育所に制作した絵本、（長坂町内の保育園にはマスクも）などを

差し上げてまいりました。 

 今後も地域に寄り添った図書館で子どもたちの笑い声が聞こえるよう、いち図書館ボラ

ンティアとして願うところです。 
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